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    1 において調査対象地の土地履歴調査の調査結果概要を示す。 

以下２～４において、調査項目別の調査結果概要を示している。 

尚、登記簿等による調査については、公表しないものとする。 

 

調査の対象地は、以下とする。 

調査対象地：大阪市天王寺区筆ヶ崎町 
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1.調査結果概要 

調査対象地の土地履歴調査結果概要を以下の表に示す。 

 

調査項目 まとめ 

登記簿等による地

歴調査 

調査対象地は、明治時代から現在に至るまで畑や公衆用道路、

井溝や居宅用の宅地として利用されていることが確認された。 

以上より、有害物質を取り扱う工場等の履歴がないため、調査

対象地における汚染の可能性はないものと判断する。 

土地利用変遷調査 土地利用状況は、大正時代から昭和３０年頃まで住居用の宅地

として利用され、以降は住居用の共同住宅として利用されている。 
以上より、有害物質を取り扱う工場等は確認されなかったため、

調査対象地における土壌汚染の可能性はないとものと判断する。

現地視察調査 現在の調査対象地は府営筆ヶ崎住宅（８棟）として利用されて

いる。対象地周辺では、大阪赤十字病院や聖バルナバ病院、個人

宅、共同住宅に囲まれているが、調査対象地内には有害物質を取

り扱う工場等も確認されず、土壌汚染を引き起こすような土地利

用は行っていない。  
以上より、調査対象地における土壌汚染の可能性はないともの

と判断する。 

地形・地質概要調査 調査対象地の地形は段丘（中・低位）となっている。表層地質

は大阪南部に分布している礫となっている。地形図や表層地質図

から判読すると、土壌を埋め立てた経緯もない。  
以上より、調査対象地における土壌汚染の可能性はないともの

と判断する。 

 

評価 登記簿等による地歴調査、土地利用変遷調査、現地視察調査、

地形・地質概要調査による調査結果では、土壌汚染の可能性はな

いものと考えられる。 

なお、土地の改変時において、外観、臭気等により土壌に異常

が見られる場合には、その場所を調査し、汚染が認められるとき

には、汚染土壌の拡散防止の措置を講じる必要がある。 

 

根拠資料 ・公図の写し  
・全部事項証明書（土地）  
・閉鎖謄本（土地）  
・旧土地台帳  
・地形図  
・空中写真  
・住宅地図 
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2.調査項目別概要（土地利用変遷調査）  
調査対象地及び周辺の地形図、住宅地図及び空中写真の資料を収集し、土地利用変遷調査を実

した。調査対象地及び周辺の土地利用履歴を以下の表に示す。  施 

年代 
調査対象地の 

土地利用状況 

調査対象地における 

土壌汚染の可能性 
根拠資料 

～1948年 

(昭和23年) 

調査対象地は、建築物が
確認される。 
 

土壌汚染の可能性は

考えにくい。 

地形図(1)  1925年(大正 14年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

地形図(2)  1929年(昭和 4年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

地形図(3)  1947年(昭和 22年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

空中写真(1) 1948年(昭和 23年)  
(財)日本地図センター発行M84-1-96参照

～1964年 

(昭和39年) 

調査対象地は、府営筆ヶ
崎住宅が確認される。 
対象地周辺には、大阪赤
十字病院、市立桃山病院、
個人宅、聖バルナバ病院
が確認される。 

土壌汚染の可能性は

考えにくい。 

地形図(4)  1955年(昭和 30年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

住宅地図(1) 1961年(昭和 35年) 
大阪市全商工住宅案内図帳

住宅地図(2) 1963年(昭和 38年) 
大阪市全商工住宅案内図帳 

空中写真(2) 1964年(昭和 39年) 
(財)日本地図センター発行KK-64-3X C7-6参照

～1976年 

(昭和51年) 

調査対象地は、府営筆ヶ
崎住宅が確認される。 
対象地周辺には、大阪赤
十字病院、個人宅、聖バ
ルナバ病院が確認され
る。 
1955年（昭和 30年）か
ら 1974年（昭和 49年）
まで、調査対象地の土地
利用状況に大きな変化は
ない。 

土壌汚染の可能性は

考えにくい。 

地形図(5)  1969年(昭和 44年) 
 2万 5千分の 1旧版図参照 

住宅地図(3) 1970年(昭和 45年) 
 大阪市全商工住宅案内図帳 

空中写真(3) 1974年(昭和 49年) 
(財)日本地図センター発行CKK-74-8  C17－20参照 

～1989年 

(平成元年) 

調査対象地は、府営筆ヶ
崎住宅が確認される。 
対象地周辺には、大阪赤
十字病院、個人宅、聖バ
ルナバ病院が確認され
る。 
1974年（昭和 49年）か
ら 1988年（昭和 63年）
まで、調査対象地の土地
利用状況に大きな変化は
ない。 

土壌汚染の可能性は

考えにくい。 

地形図(6)  1980年(昭和 55年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

住宅地図(4) 1983年(昭和 58年) 
精密住宅地図 大阪市天王寺区

空中写真(4) 1984年(昭和 59年) 
(財)日本地図センター発行KK-84-3X C9-10参照 

地形図(7)  1988年(昭和 63年) 
2万 5千分の 1旧版図参照 

住宅地図(5) 1988年(昭和 63年) 
精密住宅地図 大阪市天王寺区 

1990年 

(平成 2年)

以降 

調査対象地は、府営筆ヶ
崎住宅が確認される。 
1990年以降、調査対象地
の土地利用状況に大きな
変化はない。 

土壌汚染の可能性は

考えにくい。 

空中写真(5) 1994年(平成 6年) 
(財)日本地図センター発行CKK-94-1X C6-27参照

住宅地図(6) 1994年(平成 6年) 
精密住宅地図 大阪市天王寺区

空中写真(6) 2004年(平成 16年) 
(財)日本地図センター発行KK-2004-2X C1-7参照 

住宅地図(7) 2004年(平成 16年) 
精密住宅地図 大阪市天王寺区 
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3.調査項目別概要（現地視察調査） 

 現地視察調査の結果は以下のとおり。  
①現在の土地利用状況  
調査対象地は、府営筆ヶ崎住宅（８棟）となっている。  
現在も住宅は居住者による使用が続けられており、土壌汚染を引き起こすような土地利用は行

っていない。  
②周辺の土地利用状況 

調査対象地は、第ニ種住居地域に指定されていることもあり、調査対象地の周囲は病院や個

人宅、共同住宅などが存在する。  
その他周辺の主要な施設としては、対象地北側に大阪赤十字病院、その北側に東西方向に走

るＪＲ環状線、北東にはＪＲ鶴橋駅、南側には道路を挟んで聖バルナバ病院がある。  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

調査対象地南西方向            調査対象地北西方向  
 

 

 

 

 

 

 

 

調査対象地南西方向            調査対象地北方向  
 

現在の土地利用状況   
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4.調査項目別概要（地形・地質概要調査） 

 地形・地質調査の結果概要を以下に示す。  
① 地形 

調査対象地周辺の地形に関する資料を収集し、地形の状況を調査した。地形分類図を下図

１に示す。 

調査対象地の地形は丘陵地・台地・段丘地にあたり対象地は段丘（中・低位）に位置する。

② 地質 

調査対象地周辺の地質に関する資料を収集し、地質の状況を調査した。調査対象地を下図 2

に示す。 

調査対象地の表層地質は、大阪府南部、北摂山麓、生駒西麓に分布する段丘礫からなって

いる。対象地は大阪市街地でもあり、天満層と呼ばれる支持層を作るものと見られる。  
 

図１ 地形分類図（出典「土地分類図（大阪府）１９７6

年」（財）日本地図センター） 

   

地  

 

調査対象
     

  

   

   

図２ 表層地質図（出典「土地分類図（大阪府）１９７

６年」（財）日本地図センター） 

   

   

地  
調査対象
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添付図⑬　標準平面詳細図（4ＤＫ）　

部分はスラブ天Ｚ＋６０

記

Ａ

Ｂ

Ｃ

将来手摺下地補強

腰高家具等転落防止金具取付用下地補強
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転倒防止付鴨居

エアコン用スリーブ

１）　外壁及び直接外気に面する押入、物入の天井裏スラブ下（外壁面から９００ｍｍ迄）には、
　　　ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍ同等以上の断熱材を躯体に設ける事。
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※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。



洗濯機防水パン落し込み

添付図⑬　標準平面詳細図（MAIハウス１ＤＫ）
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　　　ポリスチレンフォーム保温材Ｂ類３種（ＪＩＳＡ９５１１）厚さ２５ｍｍ同等以上の断熱材を躯体に設ける事。
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※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。



添付図⑬　標準平面詳細図（MAIハウス　3ＤＫ）　　
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※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。



添付図⑭　各部詳細図（表札〈住戸〉）　※この図面は参考であり、
　　提案内容を制限するものではない。

添付図⑭　各部詳細図（案内板〈敷地内〉）　 ※この図面は参考であり、
　　提案内容を制限するものではない。
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添付図⑭　各部詳細図（連絡板〈住棟〉）　 ※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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添付図⑭　各部詳細図（点字板）　 ※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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添付図⑭　各部詳細図（集合郵便箱）　 ※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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特記事項
１）住戸番号はアルミ製シール貼付又はエナメルペイント文字書きとする。
２）郵便箱は、BL製品A型（縦型）とする。
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添付図⑭　各部詳細図（駐車場ナンバープレート）　※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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特記事項
１）基礎コンクリートは既製コンクリートブロックとする。
２）角カバーの材質は、エラストマン樹脂とし、シルバーグレー色とする。

＊１台分の表示の場合、ﾊﾟﾈﾙのWを250ｍｍにし、足を１本で製作すること。
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駐車場ナンバープレート(脚付)　 ＊１台分の表示の場合、ﾊﾟﾈﾙのWを200ｍｍにすること。



添付図⑭　各部詳細図（MAIハウス洗い台）　 ※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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特記事項

・座本体　発泡ポリスチレン　1,270×95×20
・台本体　SUS304　ステンレスｔ＝1.5（柱ｔ＝2.0）
・手すり　　ステンレス芯塩ビ被覆　φ34

※　台本体には水抜き穴をあける。（１ヶ所）
      座本体は3枚1セットで台より取り外し可能とする。

固定ボルト詳細図　

洗い台　３面図　



添付図⑭　各部詳細図（MAIハウス流し台・コンロ台）　 ※この図面は参考であり、提案内容を制限するものではない。
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特記事項

・流し台、コンロ台は、ＢＬ仕様に準ずる。
・ワゴン車を付属品として用意すること。
・下地材は、不燃材とする。

流し台 コンロ台

流し台・コンロ台　平面図　

流し台・コンロ台　

流し台・コンロ台の仕上
シンク・コンロ台天板：ステンレスSUS304　ｔ＝1.7
側板：ポリエステル樹脂化粧板
取手：ＡＢＳ樹脂
キャビネット：塗装合板
脚：ステンレスパイプ
部品：包丁差

ワゴン車
天板：メラミン樹脂化粧板
キャビネット：塗装合板
取手：ＡＢＳ樹脂
部品：キャスター

ワゴン車　側面図　

流し台・コンロ台　断面図　




